
（別紙３）

～ 令和7年3月10日

（対象者数） ７名 （回答者数） 6名

～ 令和7年3月10日

（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・他企業や他事業所の取り組みを参考にし、支援につなげて

いけるよう、様々な企業の方とつながりを持ちたいです。

・自立や就労に向けて必要なスキルを身につけるために何が

必要か、研修参加を積極的に行い、研鑽を重ねていきたいで

す。

2
・今後も様々な観点からアセスメントができるように、努め

て参ります。

3
・活動に偏りが出ないように、課題に合った内容を考えてい

きたいです。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・パンフレットやチラシの作成、HPの充実を考えていま

す。

・令和７年４月より、必要人員を加えて質の高い支援を行っ

て参ります。

2

・当事業所を利用されているお子さんの気持ちを優先し、過

ごしやすさを考慮していきたいです。その中でできる事を検

討していきたいです。

3
・次年度は、おたよりの発行回数を増やし、HPの充実にも

力を入れていきたいと思っています。

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ペップ２nd

○保護者評価実施期間
令和7年1月18日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

利用者の方へ活動概要や行事予定等が発信できていません。
・おたよりの発行が不十分でした。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用定員や人員配置が不足しています。

・今年度、開所したばかりで周知が不足しています。

・開所時は必要人員を満たしていましたが、途中退職があり

ました。

地域の子どもと活動する機会がありません。
・利用されている児童の方が中高生ということもあり、多感

な時期にあたり、人の目を気にされるお子さんも多いです。

就労や自立に向けての取り組みを行っています。

・一人ひとりに合わせた目標を立て、将来に向けて必要な力

をつけていきます。

・職場体験等、外部とのつながりを持ち、様々な就労体験が

できるように計画しています。

アセスメントを適切に行い、ご本人と保護者の方のニーズや

課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しています。

・同系列の事業所と交流を持ち、子どもたちも関わっていま

す。複数の職員と連携し、意見を出し合いながら支援方法を

相談したり、見直しを行ったりしています。

個別療育や小集団療育を取り入れながら、活動プログラムを

立てています。

・個別や小集団で身につけられる事（活動）をチーム全体で

考え、療育に取り入れています。

事業所における自己評価総括表公表


